
(57)【要約】

【課題】本発明は、柱状スペーサを設けた半透過型液晶

表示装置において、透過領域に用いる色材と反射領域に

用いる色材とが同じであっても、反射モードにおける白

の色味の変化を抑えることができるとともに、反射率の

低下を最小限に抑えることが可能な半透過型液晶表示装

置を提供することを目的とする。

【解決手段】本発明段は、カラーフィルタ基板３０と、

ＴＦＴ基板と、カラーフィルタ基板３０とＴＦＴ基板と

に挟持された液晶と、緑の色材を有する画素にのみ形成

され、セルギャップを規定する柱状スペーサと、柱状ス

ペーサを形成した位置近傍の所定の領域にのみ設けられ

た遮光部とを備える。

【選択図】図３

JP 2007-3779 A 2007.1.11



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 赤 及 び 緑 、 青 の 色 材 で 各 画 素 を 形 成 す る カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 遮 光 膜 と を 有 す る 第 １ 基 板
と 、
　 前 記 画 素 内 に 透 過 領 域 を 形 成 す る 透 過 画 素 電 極 と 、 反 射 領 域 を 形 成 す る 反 射 画 素 電 極 と
、 前 記 透 過 画 素 電 極 及 び 前 記 反 射 画 素 電 極 に 印 加 す る 信 号 や 制 御 信 号 を 供 給 す る 配 線 を 有
す る 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と に 挟 持 さ れ た 液 晶 と 、
　 緑 の 前 記 色 材 を 有 す る 前 記 画 素 に の み 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 隙
を 規 定 す る 柱 状 ス ペ ー サ と 、
　 前 記 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 し た 位 置 近 傍 の 所 定 の 領 域 に の み 設 け ら れ た 遮 光 部 と を 備 え る
半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 前 記 配 線 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 透 過 型
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 前 記 反 射 領 域 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 表 示 面 積 に 対 す る 前 記 柱 状 ス ペ ー サ の 占 有 率 は 、 ０ ． １ ５ ％ ～ ０ ． ３ ５ ％ で あ る こ と を
特 徴 と す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 係 る 発 明 で あ っ て 、 特 に 、 柱 状 ス ペ ー サ を 有 す 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor） が 形 成 さ れ る 基
板 （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 と も い う ） に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 を 透 過 さ せ る 透 過 領 域 と 、 液
晶 層 に 入 射 し た 周 囲 光 を 反 射 さ せ る 反 射 領 域 と が 画 素 毎 に 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ
ア レ イ 基 板 に 対 向 す る 位 置 に は 、 赤 及 び 緑 、 青 の 色 材 を 用 い た カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ
る 基 板 （ 以 下 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と も い う ） が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ
基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と が 液 晶 層 を 挟 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 に お い て 透 過 光 と 反 射 光 と の 光 路 長 を 揃
え る た め 、 液 晶 層 の 厚 み （ Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と の 間 隙 、 又 は セ ル ギ
ャ ッ プ と も い う ） は 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で 異 な る 。 具 体 的 に は 、 透 過 領 域 の 液 晶 層 の
厚 み を ｄ ｔ と し た 場 合 、 反 射 領 域 の 液 晶 層 の 厚 み は １ ／ ２ ｄ ｔ と す る の が 一 般 的 で あ る 。
こ の よ う に 領 域 毎 に 液 晶 層 の 厚 み が 異 な る 場 合 、 特 に 反 射 領 域 に お け る 液 晶 層 の 厚 み に 対
し て シ ビ ア な コ ン ト ロ ー ル が 要 求 さ れ る 。 こ の た め 、 液 晶 層 の 厚 み を コ ン ト ロ ー ル す る 手
段 と し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 あ る い は Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 側 に 感 光 性 有 機 膜 を 用 い た ス
ペ ー サ （ 以 下 、 柱 状 ス ペ ー サ と も い う ） を 形 成 す る 場 合 が あ る 。 こ の 柱 状 ス ペ ー サ を 用 い
た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 特 許 文 献 １ に 詳 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 液 晶 を 配 向 さ せ る 一 般 的 な 手 法 と し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 及 び Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基
板 に ポ リ イ ミ ド 膜 を 転 写 法 で 形 成 し 、 当 該 ポ リ イ ミ ド 膜 を 、 毛 を 編 み 込 ん だ 布 で 擦 る ラ ビ
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ン グ 法 が 用 い ら れ る 。 上 記 で 説 明 し た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 ラ ビ ン グ 法 を 行 う 前
に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 あ る い は Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 側 に 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 す る の で 、
そ の 周 辺 部 で ラ ビ ン グ を 均 一 に 行 う こ と が で き ず 、 液 晶 の 配 向 状 態 に 不 均 一 が 生 じ る 。 こ
の 液 晶 の 配 向 状 態 の 不 均 一 は 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト 低 下 や ド メ イ ン 発 生
の 原 因 と な り 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 的 に 、 柱 状 ス ペ ー サ は 、 表 示 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 画 素 領 域 内 の 遮 光 膜 上 に 配 置 さ れ
る 。 し か し 、 柱 状 ス ペ ー サ は 感 光 性 有 機 膜 で 形 成 す る た め 、 そ の 大 き さ に は 制 約 が あ り 、
パ タ ー ン の 大 き さ に 起 因 す る 強 度 や 剥 離 の 問 題 を 勘 案 す る と 直 径 １ ０ μ ｍ 以 上 程 度 に す る
必 要 が あ っ た 。 そ の た め 、 柱 状 ス ペ ー サ は 、 コ ン ト ラ ス ト 低 下 や ド メ イ ン 発 生 へ の 影 響 度
（ 見 た 目 の 目 立 ち 易 さ ） を よ り 緩 和 す る よ う に 、 透 過 率 の 低 い 青 色 の 画 素 （ 赤 及 び 縁 、 青
の ３ 原 色 の 色 材 を 用 い た カ ラ ー フ ィ ル タ の 場 合 ） に 配 置 す る こ と が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ４ ４ ８ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 赤 及 び 縁 、 青 の ３ 原 色 の 色 材 を 用 い た カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 透 過 率 を 高 く す る た め 視 感 度
の 高 い 緑 の 色 材 に つ い て 特 性 を 良 く し て い る 。 そ の た め 、 当 該 色 材 を 半 透 過 型 液 晶 表 示 装
置 に 用 い た 場 合 、 反 射 モ ー ド に お い て 白 の 色 味 が 黄 色 に シ フ ト す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 問 題 を 改 善 す る た め に 、 反 射 領 域 の カ ラ ー フ ィ ル タ と 透 過 領 域 の カ ラ ー フ ィ ル タ と
を 変 え る 手 法 が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ の 場 合 、 カ ラ ー フ ィ
ル タ の 色 材 の 種 類 を 従 来 の ３ 色 か ら ６ 色 に 変 更 す る 必 要 が あ り 、 多 大 な 製 造 コ ス ト が か か
る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 別 の 手 法 と し て 、 反 射 領 域 の 色 材 に 穴 を あ け 透 明 樹 脂 を 形 成 す る こ と で 反 射 モ ー
ド で の 白 の 色 味 を 調 整 す る 手 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 手 法 を 用 い る と 白 色 に つ
い て は 変 調 す る こ と が で き て も 、 透 明 樹 脂 の 部 分 か ら 他 の 波 長 の 光 が 漏 れ る た め 、 赤 色 、
緑 色 、 青 色 の 純 度 の 低 下 が 生 じ 、 表 示 上 の 見 栄 え が 劣 化 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 柱 状 ス ペ ー サ を 青 色 の 画 素 領 域 に 配 置 す る こ と に よ り 、 青 色 の 画 素 領 域
か ら の 光 が 減 り 、 よ り 一 層 白 の 色 味 が 変 化 し て し ま う 問 題 が あ っ た 。 こ の 白 の 色 味 の 変 化
を 抑 え る た め に 、 青 色 の 画 素 領 域 に 設 け た 柱 状 ス ペ ー サ の 近 傍 に 形 成 さ れ る 遮 光 部 を 、 赤
色 の 画 素 領 域 や 緑 色 の 画 素 領 域 に も 形 成 す る 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 画 素 に 占 め る 遮 光
領 域 の 割 合 が 増 え 、 反 射 率 の 低 下 が 生 じ る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 柱 状 ス ペ ー サ を 設 け た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 透 過 領 域 に
用 い る 色 材 と 反 射 領 域 に 用 い る 色 材 と が 同 じ で あ っ て も 、 反 射 モ ー ド に お け る 白 の 色 味 の
変 化 を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 反 射 率 の 低 下 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 な 半 透 過
型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 解 決 手 段 は 、 赤 及 び 緑 、 青 の 色 材 で 各 画 素 を 形 成 す る カ ラ ー フ ィ ル タ と 、
遮 光 膜 と を 有 す る 第 １ 基 板 と 、 前 記 画 素 内 に 透 過 領 域 を 形 成 す る 透 過 画 素 電 極 と 、 反 射 領
域 を 形 成 す る 反 射 画 素 電 極 と 、 前 記 透 過 画 素 電 極 及 び 前 記 反 射 画 素 電 極 に 印 加 す る 信 号 や
制 御 信 号 を 供 給 す る 配 線 を 有 す る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と に 挟 持 さ れ
た 液 晶 と 、 緑 の 前 記 色 材 を 有 す る 前 記 画 素 に の み 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板
と の 間 隙 を 規 定 す る 柱 状 ス ペ ー サ と 、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 し た 位 置 近 傍 の 所 定 の 領 域
に の み 設 け ら れ た 遮 光 部 と を 備 え る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 柱 状 ス ペ ー サ が 緑 の 前 記 色 材 を 有 す る 前 記 画
素 に の み 形 成 さ れ 、 遮 光 部 が 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 し た 位 置 近 傍 の 所 定 の 領 域 に の み 設 け ら
れ る の で 、 透 過 領 域 に 用 い る 色 材 と 反 射 領 域 に 用 い る 色 材 と が 同 じ で あ っ て も 、 反 射 モ ー
ド に お け る 白 の 色 味 の 変 化 を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 反 射 率 の 低 下 を 最 小 限 に 抑 え
る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 の 概 略 を
示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ に 設 け ら れ る 各 画 素 に 、 光 を 透 過 さ
せ る 透 過 領 域 Ｔ と 、 液 晶 層 に 入 射 し た 周 囲 光 を 反 射 さ せ る 反 射 領 域 Ｓ と が 形 成 さ れ て い る
。 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｄ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る Ｔ Ｆ Ｔ
ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｄ ） は
、 ソ ー ス 配 線 部 及 び 反 射 領 域 Ｓ （ 図 １ の 矢 視 Ａ － Ａ 線 ） 、 透 過 領 域 Ｔ 及 び 反 射 領 域 Ｓ （ 図
１ の 矢 視 Ｂ － Ｂ 線 ） 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ 図 １ の 矢 視 Ｃ － Ｃ 線 ） の 断 面 の そ れ ぞ れ を 仮 想 的 に １ つ の
断 面 図 と し て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｄ ） に お い て 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 透 明 絶 縁 性 基 板 １ 上 に は 、
第 １ の 導 電 膜 か ら な る ゲ ー ト 電 極 ２ １ を 備 え た ゲ ー ト 配 線 ２ ２ 、 反 射 領 域 Ｓ に 形 成 さ れ る
第 １ の 補 助 容 量 電 極 ２ ３ 及 び 透 過 領 域 Ｔ に 形 成 さ れ る 第 ２ の 補 助 容 量 電 極 ２ ５ を 備 え た 補
助 容 量 配 線 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ の 補 助 容 量 電 極 ２ ３ 及 び 第 ２ の 補 助 容 量
電 極 ２ ５ 、 補 助 容 量 配 線 ２ ４ は 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 漏 れ を 防 止 す る た め と 、 一 定 期 間
電 圧 を 保 持 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ 等 の 上 層 に 第 １ の 絶 縁 膜 ３ が 設 け ら れ る 。 ゲ ー ト 電 極 ２ １ 上 に
は 、 第 １ の 絶 縁 膜 （ ゲ ー ト 絶 縁 膜 ） ３ を 介 し て 半 導 体 層 で あ る 半 導 体 能 動 膜 ４ 及 び オ ー ミ
ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ は 、 中 央 部 が 除 去
さ れ て ２ つ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 一 方 に 第 ２ の 導 電 膜 か ら な る ソ ー ス 電 極 ６ １ 、 他 方 に 第 ２
の 導 電 膜 か ら な る ド レ イ ン 電 極 ６ ２ が 積 層 さ れ て い る 。 こ こ で 、 半 導 体 能 動 膜 ４ 及 び オ ー
ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ 、 ゲ ー ト 電 極 ２ １ 、 ソ ー ス 電 極 ６ １ 、 ド レ イ ン 電 極 ６ ２ に よ り ス イ
ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ソ ー ス 電 極 ６ １ か ら 延 び た ソ ー ス 配 線 ６ ３ が 、 第 １ の 絶 縁 膜 ３ を 介 し て ゲ ー ト 配
線 ２ ２ と 交 差 す る よ う に 設 け ら れ る 。 ま た 、 こ の 交 差 部 お よ び ソ ー ス 配 線 ６ ３ に は 、 耐 電
圧 を 向 上 さ せ る た め に 半 導 体 能 動 膜 ４ お よ び オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ を 残 存 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 反 射 領 域 Ｓ に は 、 ド レ イ ン 電 極 ６ ２ か ら 延 び た 反 射 画 素 電 極 ６ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 す
な わ ち 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ は 、 第 ２ の 導 電 膜 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 ２ の 導
電 膜 に は 、 少 な く と も そ の 表 面 層 に 反 射 率 の 高 い 金 属 膜 を 有 す る 材 料 が 用 い ら れ る 。 な お
、 ソ ー ス 電 極 ６ １ と 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 ６ ３ も 、 第 ２ の 導 電 膜 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ と ソ ー ス 配 線 ６ ３ と の 短 絡 に よ る 欠 陥 を 防 止 す る た め に 、 反 射 画
素 電 極 ６ ５ は ソ ー ス 配 線 ６ ３ か ら 所 定 の 間 隔 Ｌ （ 好 ま し く は ５ μ ｍ ～ １ ０ μ ｍ 程 度 ） を 保
持 し て 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 反 射 画 素 電 極 ６ ５ 等 を 覆 う よ う に 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ を 設 け 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ 上 の 第 ２ の
絶 縁 膜 ７ の 一 部 を 除 去 し て コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ を 形 成 す る 。 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ の 上 層 に 透
過 率 の 高 い 導 電 膜 （ 以 下 、 透 明 導 電 膜 と も い う ） か ら な る 透 過 画 素 電 極 ９ １ が 形 成 さ れ 、
透 過 領 域 Ｔ を 形 成 す る 。 透 過 画 素 電 極 ９ １ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ を 介 し て 反 射 画 素 電
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極 ６ ５ と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 反 射 画 素 電 極 ６ ５ を 介 し て ド レ イ ン 電 極 ６ ２ と 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ と ソ ー ス 配 線 ６ ３ と の 間 に は 、 第 ２ の 絶 縁 膜
７ を 介 し て コ ン ト ラ ス ト 低 下 防 止 電 極 ９ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ン ト ラ ス ト 低 下 防 止
電 極 ９ ５ は 、 透 明 導 電 膜 で あ り 透 過 画 素 電 極 ９ １ と 同 時 に 形 成 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 コ ン ト ラ ス ト 低 下 防 止 電 極 ９ ５ が ソ ー ス 配 線 ６ ３ に 沿 っ て 、 ほ ぼ 平 行 に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ の 製 造 工 程 に
つ い て 、 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｄ ） を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 透 明 絶 縁 性 基 板 １ を 洗 浄 し て 表 面 を 浄
化 し た 後 、 こ の 透 明 絶 縁 性 基 板 １ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 を 用 い て 第 １ の 導 電 膜 を 成 膜 す
る 。 第 １ の 導 電 膜 は 、 例 え ば ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 モ リ ブ デ ン （ Ｍ ｏ ） 、 タ ン タ ル （ Ｔ ａ ） 、
チ タ ン （ Ｔ ｉ ） 又 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） な ど を 主 成 分 と す る 合 金 等 か ら な る 薄 膜 で あ る
。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 膜 と し て 膜 厚 ４ ０ ０ ｎ ｍ の ク ロ ム 膜 を 成 膜 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 第 １ の 写 真 製 版 工 程 に て 第 １ の 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 ゲ ー ト 電 極 ２ １ 及 び ゲ
ー ト 配 線 ２ ２ 、 第 １ の 補 助 容 量 電 極 ２ ３ 、 補 助 容 量 配 線 ２ ４ 、 第 ２ の 補 助 容 量 電 極 ２ ５ を
形 成 す る 。 第 １ の 補 助 容 量 電 極 ２ ３ は 、 反 射 領 域 Ｓ の ほ ぼ 全 面 に 形 成 す る が 、 第 ２ の 補 助
容 量 電 極 ２ ５ は 、 ソ ー ス 配 線 ６ ３ と 平 行 す る よ う に 透 過 領 域 Ｔ の 一 部 に 形 成 さ れ る 。 補 助
容 量 配 線 ２ ４ は 、 第 １ の 補 助 容 量 電 極 ２ ３ 及 び 第 ２ の 補 助 容 量 電 極 ２ ５ と 電 気 的 に 接 続 さ
れ 、 ソ ー ス 配 線 ６ ３ に 沿 う よ う に 形 成 す る 。 第 １ の 写 真 製 版 工 程 で は 、 ま ず 、 基 板 を 洗 浄
後 に 感 光 性 レ ジ ス ト を 塗 布 し 、 乾 燥 し た 後 に 、 所 定 の パ タ ー ン の マ ス ク を 用 い て 露 光 す る
。 そ し て 、 第 １ の 写 真 製 版 工 程 で は 、 露 光 し た 基 板 を 現 像 す る こ と に よ り 基 板 上 に 転 写 さ
れ た マ ス タ パ タ ー ン に 基 づ い て レ ジ ス ト を 形 成 し 、 当 該 レ ジ ス ト を 加 熱 硬 化 し た 後 に 、 第
１ の 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ し て 第 １ の 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る 。 第 １ の 写 真 製 版 工 程 で は
、 第 １ の 導 電 膜 の パ タ ー ニ ン グ 後 、 感 光 性 レ ジ ス ト を 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 第 １ の 導 電 膜 の エ ッ チ ン グ は 、 公 知 の エ ッ チ ャ ン ト を 用 い て ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ
法 で 行 う こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ の 導 電 膜 が ク ロ ム で あ る 場 合 、 第 二 硝 酸 セ リ ウ ム ア
ン モ ニ ウ ム 及 び 硝 酸 が 混 合 さ れ た 水 溶 液 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 第 １ の 導 電 膜 の エ ッ チ ン グ
に お い て は 、 パ タ ー ン エ ッ ジ の 段 差 部 に お け る 絶 縁 膜 の カ バ レ ッ ジ を 向 上 さ せ て 、 他 の 配
線 と の 短 絡 を 防 止 す る た め に 、 パ タ ー ン エ ッ ジ 断 面 を 台 形 の テ ー パ ー 形 状 と す る テ ー パ ー
エ ッ チ ン グ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 等 を 用 い て 第 １ の 絶 縁 膜 ３ 、 半 導 体
能 動 膜 ４ 、 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ を 連 続 し て 成 膜 す る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と な る 第 １ の 絶
縁 膜 ３ に は 、 Ｓ iＮ ｘ 膜 、 Ｓ iＯ ｙ 膜 、 Ｓ iＯ ｚ Ｎ ｗ 膜 の い ず れ か の 単 層 膜 も し く は こ れ ら
を 積 層 し た 多 層 膜 が 用 い ら れ る （ な お 、 ｘ ， ｙ ， ｚ ， ｗ は 、 そ れ ぞ れ 化 学 量 論 組 成 を 表 す
正 数 で あ る ） 。 第 １ の 絶 縁 膜 ３ の 膜 厚 は 、 薄 い 場 合 に は ゲ ー ト 配 線 ２ ２ と ソ ー ス 配 線 ６ ３
と の 交 差 部 で 短 絡 が 生 じ や す く 、 厚 い 場 合 に は Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ の Ｏ Ｎ 電 流 が 小 さ く な り 表 示 特
性 が 低 下 す る 。 こ の こ と か ら 、 第 １ の 絶 縁 膜 ３ は 、 第 １ の 導 電 膜 よ り 厚 く 形 成 す る が 、 な
る べ く 薄 く す る 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 第 １ の 絶 縁 膜 ３ は ピ ン ホ ー ル 等 の 発 生 に よ る 層 間 シ
ョ ー ト を 防 止 す る た め に 、 複 数 回 に 分 け て 成 膜 す る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 の 形 態 で は 、
膜 厚 ３ ０ ０ ｎ ｍ の Ｓ iＮ 膜 を 成 膜 し た 後 、 さ ら に 膜 厚 １ ０ ０ ｎ ｍ の Ｓ iＮ 膜 を 成 膜 す る こ と
に よ り 、 膜 厚 ４ ０ ０ ｎ ｍ の Ｓ iＮ 膜 を 第 １ の 絶 縁 膜 ３ と し て 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 半 導 体 能 動 膜 ４ と し て は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン （ ａ － Ｓ i） 膜 、 ポ リ シ リ コ ン （ ｐ －
Ｓ i） 膜 等 が 用 い ら れ る 。 半 導 体 能 動 膜 ４ の 膜 厚 は 、 薄 い 場 合 、 後 述 す る オ ー ミ ッ ク コ ン
タ ク ト 膜 ５ の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 時 に 膜 の 消 失 が 発 生 し 、 厚 い 場 合 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ の Ｏ Ｎ 電 流
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が 小 さ く な る 。 こ の こ と か ら 、 半 導 体 能 動 膜 ４ の 膜 厚 は 、 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ の ド
ラ イ エ ッ チ ン グ 時 に お け る エ ッ チ ン グ 量 の 制 御 性 と 、 必 要 と す る Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ の Ｏ Ｎ 電 流 値
と を 考 慮 し て 決 定 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 膜 厚 が １ ５ ０ ｎ ｍ で あ る ａ － Ｓ i膜 の 半 導
体 能 動 膜 ４ を 成 膜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ と し て は 、 ａ － Ｓ iに リ ン （ Ｐ ） を 微 量 に ド ー ピ ン グ し た ｎ
型 ａ － Ｓ i膜 、 あ る い は ｎ 型 ｐ － Ｓ i膜 が 用 い ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 オ ー ミ ッ ク コ ン
タ ク ト 膜 ５ と し て 膜 厚 ３ ０ ｎ ｍ の ｎ 型 ａ － Ｓ i膜 を 成 膜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 第 ２ の 写 真 製 版 工 程 を 行 い 、 半 導 体 能 動 膜 ４ 及 び オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ に つ
い て 少 な く と も Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ が 形 成 さ れ る 部 分 を パ タ ー ニ ン グ す る 。 な お 、 半 導 体 能 動 膜 ４
及 び オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ が 形 成 さ れ る 部 分 の 他 に 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２
と ソ ー ス 配 線 ６ ３ と の 交 差 部 （ Ｓ ／ Ｇ ク ロ ス 部 ） や ソ ー ス 配 線 ６ ３ が 形 成 さ れ る 部 分 に も
残 存 さ せ る こ と に よ り 、 耐 電 圧 を 大 き く す る こ と が で き る 。 な お 、 半 導 体 能 動 膜 ４ 及 び オ
ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ の エ ッ チ ン グ は 、 公 知 の ガ ス 組 成 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｆ 6 と Ｏ 2 の 混 合 ガ
ス 又 は Ｃ Ｆ 4 と Ｏ 2 の 混 合 ガ ス ） を 用 い て ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 を 用 い て 第 ２ の 導 電 膜 を 成 膜 す る
。 第 ２ の 導 電 膜 に は 、 例 え ば ク ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 タ ン タ ル 、 チ タ ン 又 は こ れ ら を 主 成 分
と す る 合 金 の 第 １ 層 ６ ａ と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 （ Ａ ｇ ） 又 は こ れ ら を 主 成 分 と す る 合 金 の
第 ２ 層 ６ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ 層 ６ ａ は 、 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 ５ 及 び
第 １ の 絶 縁 膜 ３ の 上 に 、 こ れ ら に 直 接 接 触 す る よ う 成 膜 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ 層 ６ ｂ は 、 第
１ 層 ６ ａ 上 に 直 接 接 触 す る よ う に 重 ね て 成 膜 さ れ る 。 第 ２ の 導 電 膜 は ソ ー ス 配 線 ６ ３ 及 び
反 射 画 素 電 極 ６ ５ と し て 用 い ら れ る た め 、 配 線 抵 抗 及 び 表 面 層 の 反 射 特 性 を 考 慮 し て 構 成
す る 必 要 が あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 導 電 膜 の 第 １ 層 ６ ａ と し て 膜 厚 １ ０ ０ ｎ ｍ の
ク ロ ム 膜 、 そ の 第 ２ 層 ６ ｂ と し て 膜 厚 ３ ０ ０ ｎ ｍ の Ａ ｌ Ｃ ｕ 膜 を 成 膜 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 第 ２ の 導 電 膜 上 に は 、 後 述 の 工 程 で ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り コ ン タ ク ト ホ ー ル ８
１ が 形 成 さ れ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ 内 の 一 部 に 、 電 気 的 接 続 を 得 る た め の 導 電 性 薄 膜 （
透 明 導 電 膜 ） が 形 成 さ れ る た め 、 表 面 酸 化 が 生 じ 難 く い 金 属 薄 膜 や 酸 化 さ れ て も 導 電 性 を
有 す る 金 属 薄 膜 を 第 ２ の 導 電 膜 と し て 用 い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ２ の 導 電 膜 と し て
Ａ ｌ 系 の 材 料 を 用 い る 場 合 は 、 表 面 酸 化 に よ る 導 電 性 の 劣 化 を 防 止 す る た め に 、 表 面 に 窒
化 Ａ ｌ 膜 を 形 成 す る か 、 Ｃ ｒ ， Ｍ ｏ ， Ｔ ａ ， Ｔ ｉ な ど の 膜 を 形 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 第 ３ の 写 真 製 版 工 程 に て 、 第 ２ の 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 ソ ー ス 電 極 ６ １ を 備
え た ソ ー ス 配 線 ６ ３ 、 ド レ イ ン 電 極 ６ ２ を 備 え た 反 射 画 素 電 極 ６ ５ を 形 成 す る 。 な お 、 ド
レ イ ン 電 極 ６ ２ と 反 射 画 素 電 極 ６ ５ と は 、 同 一 層 で 連 続 し て 形 成 さ れ 、 同 一 層 内 で 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 導 電 膜 の エ ッ チ ン グ は 、 公 知 の エ ッ チ ャ ン ト を 用 い て ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ 法 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ の オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ の 中 央 部 を エ ッ チ ン グ 除 去 し 、 半 導 体
能 動 膜 ４ を 露 出 さ せ る 。 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ の エ ッ チ ン グ は 、 公 知 の ガ ス 組 成 （ 例
え ば 、 Ｓ Ｆ 6 と Ｏ 2 の 混 合 ガ ス 又 は Ｃ Ｆ 4 と Ｏ 2 の 混 合 ガ ス ） を 用 い て ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 で
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 後 述 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ を 形 成 す る 部 分 の Ａ ｌ Ｃ ｕ の 第 ２ 層 ６ ｂ を 除 去 し
て 、 コ ン タ ク ト エ リ ア ６ ６ を 形 成 し て も 良 い 。 こ の コ ン タ ク ト エ リ ア ６ ６ は 、 第 ３ の 写 真
製 版 工 程 の 際 に 、 除 去 部 分 の フ ォ ト レ ジ ス ト 厚 が 薄 く 仕 上 が る よ う に ハ ー フ ト ー ン 露 光 な
ど の 方 法 を 用 い て 露 光 し 、 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 膜 ５ の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 後 に 酸 素 プ ラ ズ
マ 等 を 用 い て レ ジ ス ト の 減 膜 処 理 す る こ と で 除 去 部 分 の レ ジ ス ト の み 除 去 し 、 Ａ ｌ Ｃ ｕ を
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ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る こ と で 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 後 述 す る 透 過 画 素 電
極 ９ １ と コ ン タ ク ト す る 第 ２ の 導 電 膜 の 表 面 が 第 １ 層 ６ ａ の ク ロ ム 膜 と な り 、 良 好 な 導 電
率 を 持 つ コ ン タ ク ト 面 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 ハ ー フ ト ー ン 露 光 の プ ロ セ ス に つ い て 説 明 す る 。 ハ ー フ ト ー ン 露 光 で は 、 ハ ー
フ ト ー ン の フ ォ ト マ ス ク （ 例 え ば 、 Ｃ ｒ で 形 成 さ れ た パ タ ー ン に 濃 淡 を 持 た せ た フ ォ ト マ
ス ク ） を 介 し て 露 光 す る こ と に よ り 、 露 光 強 度 を 調 整 し て フ ォ ト レ ジ ス ト の 残 存 膜 厚 を 制
御 し て い る 。 そ の 後 、 フ ォ ト レ ジ ス ト が 完 全 に 除 去 さ れ て い る 部 分 の 膜 に 対 し て ま ず エ ッ
チ ン グ を 行 う 。 次 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト に 対 し て 酸 素 プ ラ ズ マ 等 を 用 い て 減 膜 処 理 す る こ と
に よ り 、 残 存 膜 厚 が 少 な い 部 分 の フ ォ ト レ ジ ス ト の み が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 フ ォ ト レ ジ
ス ト の 残 存 膜 厚 が 少 な か っ た 部 分 （ フ ォ ト レ ジ ス ト が 除 去 さ れ て い る ） の 膜 に 対 し て エ ッ
チ ン グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 １ 回 の 写 真 製 版 工 程 に よ り ２ 工 程 分 の パ タ ー ニ ン グ が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ の 導 電 膜 の 表 面 に 、 窒 化 Ａ ｌ 膜 （ 例 え ば 、 Ａ ｌ Ｃ ｕ Ｎ ） 等 を 形 成 す る 場 合 は 、 反 射
率 は 若 干 低 下 す る が 、 後 述 す る 透 過 画 素 電 極 ９ １ と の 良 好 な コ ン タ ク ト が 得 ら れ る た め 、
あ え て コ ン タ ク ト エ リ ア ６ ６ を 形 成 す る 必 要 は な く 、 ハ ー フ ト ー ン 露 光 の 工 程 を 省 略 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 等 を 用 い る こ と で 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ を
成 膜 す る 。 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ と し て は 、 第 １ の 絶 縁 膜 ３ と 同 じ 材 質 を 用 い て 形 成 す る こ と が
で き 、 膜 厚 は 下 層 パ タ ー ン の カ バ レ ッ ジ を 考 慮 し て 決 め る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 の 形 態
で は 、 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ と し て 膜 厚 ５ ０ ０ ｎ ｍ の Ｓ ｉ Ｎ 膜 を 成 膜 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ４ の 写 真 製 版 工 程 に て 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ を パ タ ー ニ
ン グ し て 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ 上 の 一 部 に コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ を 形 成 す る 。 第 ２ の 絶 縁 膜
７ の エ ッ チ ン グ は 、 公 知 の エ ッ チ ャ ン ト を 用 い て ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 法 、 も し く は 公 知 の
ガ ス 組 成 を 用 い て ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 を 用 い る こ と で 後 述 す る 透 過 画 素
電 極 ９ １ を 構 成 す る 透 明 導 電 膜 を 成 膜 す る 。 透 明 導 電 膜 と し て は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium-Tin-O
xide） ， Ｓ ｎ Ｏ 2 な ど を 用 い る こ と が で き 、 特 に 化 学 的 安 定 性 の 観 点 か ら Ｉ Ｔ Ｏ を 用 い る
こ と が 好 ま し い 。 な お 、 Ｉ Ｔ Ｏ は 、 結 晶 化 Ｉ Ｔ Ｏ 又 は ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ （ ａ － Ｉ Ｔ Ｏ ）
の い ず れ で も よ い が 、 ａ － Ｉ Ｔ Ｏ を 用 い た 場 合 は 、 パ タ ー ニ ン グ 後 、 結 晶 化 温 度 １ ８ ０ ℃
以 上 に 加 熱 し て 結 晶 化 さ せ る 必 要 が あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 透 明 導 電 膜 と し て 膜 厚 ８ ０
ｎ ｍ の ａ － Ｉ Ｔ Ｏ を 成 膜 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 第 ５ の 写 真 製 版 工 程 に て 透 明 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ し
、 透 過 領 域 Ｔ の 透 過 画 素 電 極 ９ １ を 形 成 す る 。 パ タ ー ニ ン グ 時 の ず れ 等 を 考 慮 し 、 反 射 領
域 Ｓ と 透 過 領 域 Ｔ と の 境 界 部 に お い て 、 透 過 画 素 電 極 ９ １ は 、 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ を 介 し て 反
射 画 素 電 極 ６ ５ と 一 部 重 な る よ う に 形 成 す る 。 な お 、 境 界 部 以 外 の 反 射 領 域 Ｓ に は 透 明 導
電 膜 を 形 成 し な い よ う に す る こ と で 、 反 射 率 が 低 下 す る こ と を 防 止 し て い る 。 ま た 、 透 明
導 電 膜 と 第 １ の 絶 縁 膜 ３ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 ７ と の 間 の 電 圧 の 減 少 を 防 止 で き る の で 、 透 過
画 素 電 極 ９ １ と 反 射 画 素 電 極 ６ ５ の 電 圧 を ほ ぼ 同 電 位 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 反 射 画
素 電 極 ６ ５ と 透 過 画 素 電 極 ９ １ の 接 続 部 に あ た る コ ン タ ク ト ホ ー ル ８ １ の 側 壁 部 は 透 明 導
電 膜 に よ り 被 覆 さ れ る 。 こ の よ う に し て 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 構 造 に つ
い て 説 明 す る 。 図 ３ は １ 絵 素 分 （ 赤 色 画 素 、 緑 色 画 素 、 青 色 画 素 、 ３ 画 素 の 集 合 体 ） の カ
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ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 平 面 図 を 示 す 。 図 ３ に 示 す 各 画 素 は 、 透 過 領 域 Ｔ と 反 射 領 域 Ｓ と
に 分 割 さ れ 、 透 過 領 域 Ｔ と 反 射 領 域 Ｓ と で 液 晶 層 の 厚 み を 変 え る た め に 、 反 射 領 域 Ｓ に 透
明 樹 脂 層 ３ １ を 配 置 し て い る 。 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 配 置 は 、 色 材 ３ ２ の 下 に 配 置 す る 場 合 と
、 色 材 ３ ２ の 上 に 配 置 す る 場 合 と が あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 色 材 ３ ２ の 下 に 配 置 す る 構
成 と し た 。 そ し て 、 図 ３ で は 、 赤 色 画 素 に は 赤 の 色 材 ３ ２ Ｒ が 、 緑 色 画 素 に は 緑 の 色 材 ３
２ Ｇ が 、 青 色 画 素 に は 青 の 色 材 ３ ２ Ｂ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ や ソ ー ス 配 線
６ ３ 等 か ら の 光 漏 れ を 防 止 す る た め に 設 け ら れ る 遮 光 膜 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ
れ ら の 構 成 に つ い て は 、 後 述 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 製 造 方 法 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 透 明 樹 脂 層 ３ １ を 反 射 領 域 Ｓ に 設 け る こ と で 、 透 過 領 域 Ｔ と の 境 界 で 段 差 が 生 じ 、 そ の
近 傍 で 液 晶 の 配 向 状 態 の 乱 れ が 生 じ る 。 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド
と で は コ ン ト ラ ス ト が 大 き く 異 な り 、 透 過 モ ー ド の コ ン ト ラ ス ト は １ ０ ０ 以 上 が 一 般 的 で
あ る の に 対 し 、 反 射 モ ー ド の コ ン ト ラ ス ト は 高 く て も ５ ０ 程 度 で あ る 。 こ れ は 、 反 射 モ ー
ド が 外 光 を 利 用 し 表 示 さ せ る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 面 反 射 が 黒 表 示 の 輝 度 に 加 算 さ れ る
こ と で 生 じ る 原 理 上 の 差 異 で あ る 。 ゆ え に 、 液 晶 の 配 向 状 態 が 乱 れ る 部 分 （ 段 差 部 分 ） で
は 、 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ） を 設 け て 遮 光 す る か 、 反 射 領 域 Ｓ 内 に 配 置 す る か の い
ず れ か を 選 択 す る 必 要 が あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 反 射 領 域 Ｓ の 減 少 を 懸 念 し 、 図 ３ に 示
す よ う に 段 差 部 分 を 反 射 領 域 Ｓ 内 に 配 置 す る 設 計 と し た 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ と
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ と の 重 ね 合 わ せ バ ラ ツ キ 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 形 成 位 置 精 度 と そ の
バ ラ ツ キ 、 反 射 画 素 電 極 ６ ５ の 形 成 精 度 と そ の バ ラ ツ キ 等 を 考 慮 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は
、 段 差 部 分 か ら 透 過 領 域 Ｔ ま で の 距 離 を ８ μ ｍ と 設 定 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 緑 色 画 素 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 設
け る 構 成 と し て い る 。 図 ３ で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 上 の ゲ ー ト 配 線 ２ ２ に 対 向 す る カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ 上 の 位 置 近 傍 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し て い る 。 な お 、 本 発 明 で
は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 配 置 は 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ に 対 向 す る 位 置 近 傍 に 限 ら れ ず 、 遮 光 膜
３ ４ が 配 置 さ れ て い る ソ ー ス 配 線 ６ ３ に 対 向 す る 位 置 近 傍 や Ｔ Ｆ Ｔ ６ ４ に 対 向 す る 位 置 近
傍 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 す る 場 合 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 影 に な
る 部 分 が 液 晶 の 配 向 不 良 領 域 と な る 。 そ の た め 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 大 き さ に 加 え て 柱 状
ス ペ ー サ ３ ３ 近 傍 の 配 向 不 良 領 域 を 含 む 部 分 に 、 遮 光 部 ３ ６ を 設 け る 必 要 が あ る 。 つ ま り
、 本 実 施 の 形 態 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ が 形 成 さ れ た 位 置 近 傍 の 所 定 の 領 域 に 遮 光 部 ３ ６
を 設 け て い る 。 図 ３ で は 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ 及 び ソ ー ス 配 線 ６ ３ に 対 向 す る 位 置 を 破 線 で 示
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 配 向 処 理 方 法 に も よ る が 本 実 施 の 形 態 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 直 径 を ２ ０ μ ｍ と し 、
さ ら に そ の 外 側 の 直 径 ２ ５ μ ｍ の 範 囲 を 配 向 不 良 領 域 と し 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ 及 び 配 向 不
良 領 域 か ら の 光 漏 れ を 防 止 で き る よ う に 遮 光 部 ３ ６ を 設 計 と し て い る 。 図 ３ で は 、 緑 色 画
素 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し 、 赤 色 画 素 、 青 色 画 素 に は 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し て い
な い 。 そ の た め 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し た 緑 色 画 素 の み に 遮 光 部 ３ ６ を 配 置 し 、 他 の
画 素 に は 遮 光 部 ３ ６ を 設 け て い な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 高 さ は 、 反 射 領 域 Ｓ の 液 晶 層 の 厚 み に よ り 最 適 に 設 定 さ れ る 。 対 向
す る Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 上 の 材 質 や 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 下 地 膜 の 材 質 に よ り そ の 設 定 値
は 異 な り 、 デ バ イ ス 毎 に 最 適 化 す る 必 要 が あ る 。 た だ し 、 透 過 領 域 Ｔ に お け る 液 晶 層 の 厚
み は 、 応 答 速 度 の 特 性 上 の 制 限 か ら さ ほ ど 厚 く す る こ と が で き な い 。 ま た 、 反 射 領 域 Ｓ に
お け る 液 晶 層 の 厚 み は 、 厚 く し 過 ぎ る と 反 射 時 の 白 表 示 が 黄 色 味 を 帯 び す ぎ る 。 さ ら に 、
前 述 し た よ う に 反 射 領 域 Ｓ に お け る 液 晶 層 の 厚 み は 、 透 過 領 域 Ｔ に お け る 液 晶 層 の 厚 み の
約 １ /２ に 設 定 す る 必 要 が あ る 。 以 上 の こ と か ら 、 反 射 領 域 Ｓ に お け る 液 晶 層 の 厚 み は 、
１ ～ ３ μ ｍ 程 度 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 反 射 領 域 Ｓ に お け る 液 晶 層 の
厚 み を ２ μ ｍ と し 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 高 さ を ２ ． ２ μ ｍ と し て い る 。 ま た 、 透 過 領 域 Ｔ
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に お け る 液 晶 層 の 厚 み は ３ ． ８ μ ｍ と 設 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る 色 材 ３ ２ は 、 ス ト ラ イ プ パ タ ー ン や ド ッ ト
パ タ ー ン で 配 置 す る 。 隣 り 合 う 色 材 ３ ２ の 配 置 に は 、 隣 り 合 う 色 材 ３ ２ 同 士 が 重 な り 合 う
配 置 や 、 あ る 程 度 の 間 隔 を あ け る 配 置 が あ る 。 色 材 ３ ２ の 膜 厚 は 、 所 望 の 色 特 性 に よ っ て
も 変 わ る が ０ ． ５ ～ ３ ． ５ μ ｍ 程 度 に 設 定 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 色 再 現 範 囲 （ Gamut
） を ５ ０ ％ と す る た め 色 材 ３ ２ の 膜 厚 を １ ． ２ μ ｍ と し て い る 。 ま た 、 反 射 領 域 Ｓ に お い
て 、 液 晶 層 の 厚 み の 違 い に よ り 生 じ る 色 の 変 化 を な く す た め 、 赤 、 青 、 緑 、 そ れ ぞ れ 同 一
の 厚 さ に 調 整 し た 。 さ ら に 、 隣 接 の 色 材 ３ ２ を 重 ね る 配 置 に す る と 、 同 じ 膜 厚 設 定 で は 対
向 す る Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ と シ ョ ー ト す る こ と も 懸 念 さ れ る た め 、 本 実 施 の 形 態 で は 、
色 材 ３ ２ の 形 状 は ス ト ラ イ プ 形 状 と し 、 隣 り 合 う 色 材 ３ ２ の 間 隔 は 色 材 ３ ２ の 位 置 精 度 と
形 状 バ ラ ツ キ を 考 慮 し て ５ μ ｍ 離 す 配 置 と し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 製 造 方 法
に つ い て 、 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｈ ） 及 び 図 ５ （ ａ ） ～ 図 ５ （ ｈ ） を 用 い て 述 べ る 。 な お 、
図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｈ ） ま で が 反 射 領 域 Ｓ の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 断 面 図 を 示 し 、 図
５ （ ａ ） ～ 図 ５ （ ｈ ） ま で が 透 過 領 域 Ｔ の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 透 明 絶 縁 性 基 板 ２ を 洗 浄 し て 表 面 を 浄 化 す る 。 基 板 洗 浄 後 、 図 ４
（ ａ ） 及 び 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 透 明 絶 縁 性 基 板 ２ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 や ス ピ ン コ
ー ト 法 等 に よ り 遮 光 特 性 を 有 す る 膜 ３ ７ を 成 膜 す る 。 そ し て 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ５ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 、 遮 光 特 性 を 有 す る 膜 ３ ７ を パ タ ー ニ ン グ し て 遮 光 膜 ３ ４ や 柱 状 ス ペ ー サ ３
３ の 配 置 近 傍 に 設 け る 遮 光 部 ３ ６ を 形 成 す る 。 具 体 的 に は 、 遮 光 特 性 を 有 す る 膜 ３ ７ に 感
光 性 レ ジ ス ト を 塗 布 し 、 写 真 製 版 法 に よ り 露 光 、 現 像 を 用 い 遮 光 膜 ３ ４ 等 の パ タ ー ン を 形
成 す る 。 な お 、 遮 光 特 性 を 有 す る 膜 ３ ７ に は 、 透 明 絶 縁 性 基 板 ２ の 外 側 か ら の 見 た 目 を 黒
く す る 、 酸 化 Ｃ ｒ 膜 や 酸 化 Ｎ ｉ 膜 の 多 層 構 造 を 用 い る 場 合 や ブ ラ ッ ク 樹 脂 を 用 い る 場 合 が
あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 酸 化 Ｃ ｒ の 多 層 膜 を 用 い 、 そ の 膜 厚 を １ ５ ０ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｃ ） 及 び 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 反 射 領 域 Ｓ と 透 過 領 域 Ｔ と の 液 晶 層 の
厚 み を 調 整 す る た め の 透 明 樹 脂 層 ３ １ を 反 射 領 域 Ｓ の み に 形 成 す る 。 透 明 樹 脂 層 ３ １ は 、
ス ピ ン コ ー ト 法 等 に よ り 所 望 の 膜 厚 を 透 明 絶 縁 性 基 板 ２ 上 に 塗 布 し 露 光 、 現 像 を 行 う こ と
で 形 成 さ れ る 。 な お 、 反 射 領 域 Ｓ と 透 過 領 域 Ｔ と で 液 晶 層 の 厚 み を 変 え る た め に は 、 色 材
３ ２ や 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 設 定 を 行 う 必 要 が あ る 。 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 を １ ．
２ μ ｍ と し た と き 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ 上 に 塗 布 さ れ る 色 材 ３ ２ の 膜 厚 （ 反 射 領 域 Ｓ の 色 材 ３
２ の 膜 厚 ） は ７ ０ ％ 程 度 に な る 。 つ ま り 、 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 厚 み と 透 明 樹 脂 層 ３ １
上 の 色 材 ３ ２ の 厚 み と の 差 分 は 、 １ ． ２ μ ｍ × ３ ０ ％ ＝ ０ ． ３ ６ μ ｍ と な る 。 こ の た め 、
透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 は 、 透 過 領 域 Ｔ の 液 晶 層 の 厚 み ３ ． ８ μ ｍ か ら 反 射 領 域 Ｓ の 液 晶 層
の 厚 み ２ ． ０ μ ｍ を 引 い た １ ． ８ μ ｍ に 対 し 、 色 材 ３ ２ の 差 分 ０ ． ３ ６ μ ｍ と Ｔ Ｆ Ｔ ア レ
イ 基 板 １ ０ 上 で の 透 過 領 域 Ｔ と 反 射 領 域 Ｓ と の 膜 厚 差 ０ ． ７ ２ μ ｍ を 引 い た １ ． ４ ４ μ ｍ
と 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 透 明 樹 脂 層 ３ １ 上 に 形 成 さ れ る 色 材 ３ ２ の 膜 厚 は 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 や 透 過 領 域 Ｔ
の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 に よ っ て 変 わ る 。 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 を １ ． ２ μ ｍ と し た と き
、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 と 反 射 領 域 Ｓ に お け る 色 材 ３ ２ の 膜 厚 と の 相 関 関 係 を 図 ６ に 示 す
。 図 ６ で は 、 横 軸 が 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 （ μ ｍ ） 、 縦 軸 が 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚
に 対 す る 反 射 領 域 Ｓ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 の 割 合 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 を １ ． ７ μ ｍ と し た と き 、 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 と
反 射 領 域 Ｓ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 と の 相 関 関 係 を 図 ７ に 示 す 。 図 ７ で は 、 横 軸 が 透 過 領 域 Ｔ の
色 材 ３ ２ の 膜 厚 （ μ ｍ ） 、 縦 軸 が 透 過 領 域 Ｔ の 色 材 ３ ２ の 膜 厚 に 対 す る 反 射 領 域 Ｓ の 色 材
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３ ２ の 膜 厚 の 割 合 を 表 し て い る 。 必 要 と す る 色 特 性 や 液 晶 層 の 厚 み を 考 慮 し な が ら 、 図 ６
及 び 図 ７ の 関 係 を 用 い て 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 や 色 材 ３ ２ の 膜 厚 を 設 定 す る 。 本 実 施 の
形 態 で は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に お い て 丸 に 示 し た ポ イ ン ト で 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 や 色 材 ３ ２
の 膜 厚 を 設 定 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｄ ） ～ 図 ４ （ ｆ ） 及 び 図 ５ （ ｄ ） ～ 図 ５ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 色 材 ３ ２ の
塗 布 を 行 う 。 な お 、 色 の 塗 布 順 番 は 任 意 で 良 い 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ４ （ ｄ ） 及 び 図 ５
（ ｄ ） で 赤 色 の 色 材 ３ ２ Ｒ 、 図 ４ （ ｅ ） 及 び 図 ５ （ ｅ ） で 緑 色 の 色 材 ３ ２ Ｇ 、 図 ４ （ ｆ ）
及 び 図 ５ （ ｆ ） で 青 色 の 色 材 ３ ２ Ｂ の 順 で 塗 布 し て い る 。 同 一 の 塗 布 工 程 を 各 色 の 色 材 ３
２ で 繰 り 返 す た め 、 こ こ で は 赤 色 の 色 材 ３ ２ Ｒ の 塗 布 に つ い て 詳 細 に 述 べ る 。 ま ず 、 赤 色
の 色 材 ３ ２ Ｒ を ス ピ ン コ ー ト 法 等 に よ り 基 板 全 面 に 塗 布 す る 。 そ し て 、 上 述 の よ う に 色 材
３ ２ Ｒ の 膜 厚 が １ ． ２ μ ｍ と な る よ う に 制 御 す る 。 続 い て 、 写 真 製 版 法 に よ り 露 光 、 現 像
を 行 っ て 、 所 定 の パ タ ー ン の 色 材 ３ ２ Ｒ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｇ ） 及 び 図 ５ （ ｇ ） に 示 す よ う に 、 色 材 ３ ２ の 上 に 透 明 電 極 ３ ８ を 形 成 す
る 。 具 体 的 に は 、 色 材 ３ ２ の 上 に 、 マ ス ク ス パ ッ タ 法 や 蒸 着 法 を 用 い て 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 で あ る
透 明 電 極 ３ ８ を 成 膜 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 マ ス ク ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 そ の 膜 厚
を １ ４ ５ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム （ ０ ． １ ４ ５ μ ｍ ） と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 最 後 に 、 図 ４ （ ｈ ） に 示 す よ う に 、 緑 色 の 色 材 ３ ２ Ｇ が 形 成 さ れ た 画 素 の 透 明 電 極 ３ ８
上 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ が 形 成 さ れ る 。 一 般 的 に 、 ス リ ッ ト ＆ ス ピ ン 法 等 を 用 い て 透 明 樹 脂
の 膜 を 塗 布 後 、 写 真 製 版 法 に よ り 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の パ タ ー ン を 形 成 す る 。 柱 状 ス ペ ー サ
３ ３ は 、 塗 布 膜 の 均 一 性 、 硬 さ が 必 要 と な る の で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｊ Ｓ Ｒ 社 製 の Ｎ Ｎ
７ ８ ０ を 使 用 し 、 膜 厚 を ２ ． ２ μ ｍ に 設 定 し て い る 。 な お 、 図 ５ （ ｈ ） に 示 す よ う に 、 透
過 領 域 Ｔ に は 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 設 け な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 下 、 特 に 図 示 し な い が 、 上 述 の よ う に し て 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 及 び カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ は 、 そ の 後 の セ ル 化 工 程 に お い て 配 向 膜 が 塗 布 さ れ 、 一 定 の 方 向 に ラ
ビ ン グ 処 理 が 施 さ れ る 。 そ し て 、 両 基 板 を 貼 り 合 わ せ る た め に シ ー ル 材 が 片 側 の 基 板 に 塗
布 さ れ る 。 シ ー ル 材 の 塗 布 と 同 時 に 、 両 基 板 を 電 気 的 に 接 続 す る た め の ト ラ ン ス フ ァ 電 極
も 配 置 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ は 、 互 い の 配 向 膜 が 向
き 合 う よ う に 重 ね 合 わ さ れ 、 位 置 合 わ せ 後 に シ ー ル 材 を 硬 化 さ せ て 両 基 板 を 貼 り 合 わ せ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 シ ー ル 材 と し て は 、 熱 硬 化 型 エ ポ キ シ 系 樹 脂 や 光 硬 化 型 ア ク リ ル 系 樹 脂 な ど が
用 い ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 熱 硬 化 型 エ ポ キ シ 系 樹 脂 の シ ー ル 材 で あ る 日 本 化
薬 社 製 の Ｍ Ｐ － ３ ９ ０ ０ を 使 用 し て い る 。 ま た 、 ト ラ ン ス フ ァ 電 極 の 材 料 と し て は 、 銀 ぺ
ー ス ト や シ ー ル 材 中 に 混 入 す る 導 電 性 粒 子 な ど が あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 シ ー ル 材 に 積
水 化 学 社 製 の Ａ ｕ コ ー テ ィ ン グ し た ミ ク ロ パ ー ル （ 登 録 商 標 ） （ 径 ５ ． ０ μ ｍ ） を 使 用 し
た 。 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ と を 貼 り 合 わ せ 後 、 両 基 板 間 に 液 晶
を 注 入 す る 。 上 述 の よ う に し て 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル の 両 面 に 偏 光 板 を 貼 り 付 け た 後 、 背
面 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る 等 を 行 う こ と に よ り 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 完
成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 緑 色
の 画 素 に 配 置 し 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し た 近 傍 に は 遮 光 部 ３ ６ を 設 け る が 、 赤 色 や 青
色 の 画 素 に は 遮 光 部 ３ ６ を 設 け な い の で 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 近 傍 に お け る 配 向 不 良 か ら
の 光 漏 れ を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 緑 色
の 画 素 に お け る 反 射 領 域 Ｓ の 開 口 面 積 が 赤 色 や 青 色 の 画 素 に お け る 反 射 領 域 Ｓ の 開 口 面 積
に 比 べ て 小 さ い た め 、 反 射 モ ー ド に お い て 白 表 示 が 黄 色 味 を 帯 び る こ と を 抑 制 す る こ と が
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で き る 。 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 赤 色 や 青 色 の 画 素 の 開 口
面 積 を 減 ら す こ と が な い た め 反 射 率 の 低 減 を 抑 制 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 比 較 例 と し て 、 赤 、 緑 、 青 の カ ラ ー フ ィ ル タ に 配 置 さ れ る 遮 光 膜 ３ ４ の 形 状 を 共 通 に し
た 場 合 の 白 の 色 度 α と 、 青 色 の 画 素 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し 、 そ の 近 傍 に の み 遮 光 部
３ ６ を 配 置 し た 場 合 の 白 の 色 度 β と 、 緑 色 の 画 素 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し 、 そ の 近 傍
に の み 遮 光 部 ３ ６ を 配 置 し た 場 合 の 白 の 色 度 γ と を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ に 示 す 白 の 色 度 は 、
一 般 的 に 太 陽 光 と し て 使 用 さ れ る Ｄ ６ ５ の 光 源 を 用 い て 測 定 さ れ た 、 反 射 モ ー ド で の 白 の
色 度 で あ る 。 な お 、 使 用 し た 光 源 Ｄ ６ ５ は 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 の 効 果 は 、 光 源 種 類 に よ
っ て 影 響 を 受 け な い 。 ま た 、 図 ８ で は 、 画 素 の 大 き さ を １ ０ ０ μ ｍ × ３ ０ ０ μ ｍ と し 、 反
射 領 域 Ｓ の 開 口 率 を 、 遮 光 部 ３ ６ を 配 置 し た 場 合 に は ３ ２ ％ 、 配 置 し な い 場 合 に は ３ ４ ％
と し て 測 定 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 白 の 色 度 は 、 緑 色 の 画
素 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し 、 そ の 近 傍 に の み 遮 光 部 ３ ６ を 配 置 し た 場 合 の 白 の 色 度 γ
で あ り 、 図 ８ の 結 果 か ら 、 白 の 色 度 γ は 、 遮 光 膜 ３ ４ の 形 状 を 共 通 に し た 場 合 の 白 の 色 度
α と 比 べ て 、 青 い 特 性 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 述 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ の 構 造 や 製 造 方 法 で 説 明 し た よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １
０ の 表 面 に は 多 層 膜 が 形 成 さ れ 、 任 意 の 厚 さ の 凹 凸 部 が 存 在 し て い る 。 そ の た め 、 柱 状 ス
ペ ー サ ３ ３ の 配 置 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 上 の 平 坦 な 部 分 で 、 且 つ カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
３ ０ の 遮 光 膜 ３ ４ に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ ら を 勘 案 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｔ
Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ の ゲ ー ト 配 線 ２ ２ の 位 置 に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 配 置 し た 。 な お 、 柱 状
ス ペ ー サ ３ ３ を 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ 上 の 平 坦 な 部 分 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 す る こ と で
、 液 晶 層 の 厚 み の バ ラ ツ キ を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 配 置 を 反 射 領 域 Ｓ と す る こ と で 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 高 さ
が 、 透 明 樹 脂 層 ３ １ の 膜 厚 分 を 抑 え る こ と が で き 、 透 過 領 域 Ｔ に 設 け る 場 合 に 比 べ て １ ／
２ に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 形 成 す る た め の 樹 脂 使 用 量 が １
／ ２ と な り コ ス ト ダ ウ ン が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 配 置 を 工 夫 す る こ と で 、 液 晶 層 の 厚 み の バ ラ ツ キ を
最 小 限 に 抑 制 し 、 加 え て 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ に 用 い る 樹 脂 の 使 用 量 を 抑 制 す る こ と が で る 。
ま た 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 配 置 を 工 夫 す る こ と で 、 液 晶 層 の 厚 み の バ ラ ツ キ に よ る 表 示 ム
ラ が 生 じ な い 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 形 成 で き 、 使 用 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を よ り 安 価 に 製
造 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ は 、 均 一 に 塗 布 さ れ た 有 機 膜 を 写 真 製 版 法 に よ り 形 成 す る た め 、 高 さ
と 大 き さ 、 配 置 さ れ る 位 置 の 精 度 に 優 れ て い る 。 反 面 、 そ の 優 れ た 特 性 ゆ え に 配 置 密 度 （
柱 占 有 率 ） を 配 慮 し た 設 計 を 行 う 必 要 が あ る 。 図 ９ に 、 表 示 領 域 に 対 す る 柱 状 ス ペ ー サ ３
３ の 柱 占 有 率 と 装 置 の 合 否 判 定 の 関 係 を 示 す 。 図 ９ の 縦 軸 は 柱 占 有 率 （ ％ ） を 示 し 、 横 軸
は そ の 柱 占 有 率 を 有 す る 装 置 の 合 否 判 定 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 柱 占 有 率 と は 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 面 積 に 対 す る 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 占 有 率 で あ り 、
柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 配 置 密 度 を 示 す 値 で あ る 。 一 方 、 装 置 の 合 否 判 定 は 、 装 置 と し て 問 題
あ り の 場 合 を Ｃ 、 許 容 レ ベ ル の 場 合 を Ｂ 、 十 分 満 足 で き る レ ベ ル の 場 合 を Ａ は と し て 判 定
し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率 が 高 す ぎ る と 液 晶 層 の 変 形 自 由 度 が 失 わ れ 、 装 置 の 温 度 変
化 に 対 す る マ ー ジ ン が 減 る 。 そ の た め 、 図 ９ で は 柱 占 有 率 が ０ ． ４ ９ ％ の 場 合 、 製 造 マ ー
ジ ン の 低 下 及 び 低 温 環 境 下 で の 気 泡 発 生 の 観 点 か ら 装 置 の 合 否 判 定 が Ｃ と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 高 温 環 境 下 で は 液 晶 が 膨 張 す る た め 、 設 定 し た 液 晶 層 の 体 積 よ り
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大 き く な り 余 剰 分 の 液 晶 が 生 じ て し ま う 。 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 高 さ が 均 一 で あ る こ と か ら
、 余 剰 分 の 液 晶 が あ る 一 定 量 を 超 え る と 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 高 さ 以 上 の 液 晶 量 と な る 。
こ の 余 剰 分 の 液 晶 は 重 力 に よ り 表 示 面 下 部 に た ま り 、 同 部 に お け る 液 晶 層 の 厚 み が 他 の 部
分 よ り 増 す た め 、 同 部 は 所 定 の 光 学 特 性 が 得 ら れ な く な り 表 示 ム ラ と な る 。 一 方 、 低 温 環
境 下 で は 液 晶 が 収 縮 す る 。 こ の 液 晶 の 収 縮 に 液 晶 パ ネ ル 内 の 体 積 が 追 従 で き な け れ ば 、 液
晶 パ ネ ル の 内 部 が 負 圧 と な り 液 晶 層 か ら 気 体 が 出 た り 、 構 成 し て い る 有 機 物 か ら 気 体 が 出
た り し て 気 泡 が 発 生 す る 。 こ の た め 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 あ る
程 度 の 応 力 を 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ に 加 え 縮 ん だ 状 態 で 基 板 を 貼 り 合 わ せ る 必 要 が あ る 。 し か
し 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率 が 高 す ぎ る と 液 晶 層 の 変 形 自 由 度 が 失 わ れ 、 装 置 の 温 度
変 化 に 対 す る マ ー ジ ン が 少 な く な り 、 装 置 の 合 否 判 定 が Ｃ と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 逆 に 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率 が 低 す ぎ る と 、 液 晶 パ ネ ル に 加 わ る 一 般 的 な 外 力 （
例 え ば 、 人 が 手 で 液 晶 パ ネ ル 表 面 を 押 す 場 合 や 液 晶 パ ネ ル 表 面 に 物 が ぶ つ か る よ う な 場 合
） に 耐 え ら れ ず 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ が 変 形 す る 。 そ の た め 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率
は 、 あ る 程 度 の 値 以 上 で あ る こ と が 必 要 と な る 。 図 ９ に 示 す 結 果 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３
の 柱 占 有 率 が ０ ． １ ％ 以 下 と な る と 、 明 ら か に 外 力 対 し 耐 力 が な く な り 、 ０ ． １ ５ ％ で 許
容 レ ベ ル Ｂ の 下 限 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 図 ９ に 示 す 実 験 事 実 か ら 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率 は ０ ． １ ５ ～ ０ ．
３ ５ ％ の 範 囲 が 望 ま し く 、 画 素 ピ ッ チ や カ ラ ー フ ィ ル タ に 形 成 さ れ る 遮 光 膜 の 幅 等 か ら 本
実 施 の 形 態 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ の 柱 占 有 率 を ０ ． ２ ９ ％ と し た 。 こ れ に よ り 、 本 実 施
の 形 態 で は 、 環 境 温 度 が － ５ ５ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ ま で 変 化 す る 場 合 で あ っ て も 、 表 示 ム ラ や 気
泡 が 発 生 す る こ と な く 、 一 般 的 な 外 力 が パ ネ ル 表 面 に 加 わ っ て も 柱 状 ス ペ ー サ ３ ３ が 変 形
せ ず 、 表 示 ム ラ が 発 生 し な い 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 領 域 の 色 材 の 膜 厚 と 透 明
樹 脂 層 の 膜 厚 と の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 領 域 の 色 材 の 膜 厚 と 透 過
領 域 の 色 材 の 膜 厚 と の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 領 域 に お け る 白 色 の 色 度
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 柱 占 有 率 と 装 置 の 合 否 判 定 と
の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ， ２ 　 透 明 絶 縁 性 基 板 、 ３ 　 第 １ の 絶 縁 膜 、 ４ 　 半 導 体 能 動 膜 、 ５ 　 オ ー ミ ッ ク コ ン
タ ク ト 膜 、 ７ 　 第 ２ の 絶 縁 膜 、 １ ０ 　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 、 ２ １ 　 ゲ ー ト 電 極 、 ２ ２ 　 ゲ ー
ト 配 線 、 ２ ３ 　 第 １ の 補 助 容 量 電 極 、 ２ ４ 　 補 助 容 量 配 線 、 ２ ５ 　 第 ２ の 補 助 容 量 電 極 、
３ ０ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 、 ３ １ 　 透 明 樹 脂 層 、 ３ ２ 　 色 材 、 ３ ３ 　 柱 状 ス ペ ー サ 、 ３ ４
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　 遮 光 膜 、 ３ ６ 　 遮 光 部 、 ３ ７ 　 遮 光 特 性 を 有 す る 膜 、 ３ ８ 　 透 明 電 極 、 ６ １ 　 ソ ー ス 電
極 、 ６ ２ 　 ド レ イ ン 電 極 、 ６ ３ 　 ソ ー ス 配 線 、 ６ ４ 　 Ｔ Ｆ Ｔ 、 ６ ５ 　 反 射 画 素 電 極 、 ６ ６
　 コ ン タ ク ト エ リ ア 、 ８ １ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル 、 ９ １ 　 透 過 画 素 電 極 、 ９ ５ 　 コ ン ト ラ ス
ト 低 下 防 止 電 極 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 26日 (2006.10.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 赤 及 び 緑 、 青 の 色 材 で 各 画 素 を 形 成 す る カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 遮 光 膜 と を 有 す る 第 １ 基 板
と 、
　 前 記 画 素 内 に 透 過 領 域 を 形 成 す る 透 過 画 素 電 極 と 、 反 射 領 域 を 形 成 す る 反 射 画 素 電 極 と
、 前 記 透 過 画 素 電 極 及 び 前 記 反 射 画 素 電 極 に 印 加 す る 信 号 や 制 御 信 号 を 供 給 す る 配 線 を 有
す る 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と に 挟 持 さ れ た 液 晶 と 、
　 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 隙 を 規 定 す る 柱 状 ス ペ ー サ と 、
　 遮 光 部 と を 備 え る 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 透 過 型 液 晶 表 示
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装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 透 過 型
液 晶 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 解 決 手 段 は 、 赤 及 び 緑 、 青 の 色 材 で 各 画 素 を 形 成 す る カ ラ ー フ ィ ル タ と 、
遮 光 膜 と を 有 す る 第 １ 基 板 と 、 前 記 画 素 内 に 透 過 領 域 を 形 成 す る 透 過 画 素 電 極 と 、 反 射 領
域 を 形 成 す る 反 射 画 素 電 極 と 、 前 記 透 過 画 素 電 極 及 び 前 記 反 射 画 素 電 極 に 印 加 す る 信 号 や
制 御 信 号 を 供 給 す る 配 線 を 有 す る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と に 挟 持 さ れ
た 液 晶 と 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 隙 を 規 定 す る 柱 状 ス ペ ー サ と 、

遮 光 部 と を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 遮 光 部 が

る の で 、 透 過 領 域 に 用 い る 色 材 と 反 射 領 域 に 用 い る 色 材 と が 同 じ で あ っ て も
、 反 射 モ ー ド に お け る 白 の 色 味 の 変 化 を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 反 射 率 の 低 下 を 最
小 限 に 抑 え る こ と が で き る 効 果 が あ る 。

(16) JP 2007-3779 A 2007.1.11

前 記 配 線 に 対 応 す る 位 置

、 前 緑 の 前 記 色
材 を 有 す る 前 記 画 素 の 前 記 反 射 領 域 に の み 形 成 さ れ た

緑 の 色 材 を 有 す る 画 素 の 反 射 領 域 に
の み 形 成 さ れ



フロントページの続き

(72)発明者  寺元　弘
            東京都千代田区丸の内二丁目２番３号　三菱電機株式会社内
Ｆターム(参考) 2H089 HA07  LA09  LA12  LA19  LA20  MA04X NA05  NA14  QA12  QA14 
　　　　 　　        QA16  SA19  TA02  TA09  TA12  TA13  TA17  TA18 
　　　　 　　  2H091 FA02Y FA14Y FA34Y FA35Y FA41Z FB06  FC02  FC10  FC24  GA02 
　　　　 　　        GA03  GA08  GA13  JA03  KA10  LA15  LA16 
　　　　 　　  2H092 GA29  JA26  JA33  JA36  JA46  JB07  JB61  JB69  KA04  KA05 
　　　　 　　        KA12  KA18  KB04  KB11  MA05  MA08  MA13  MA18  MA19  MA27 
　　　　 　　        NA01  PA03  PA08  PA09  PA12  PA13 

(17) JP 2007-3779 A 2007.1.11



专利名称(译) 半透过型液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007003779A 公开(公告)日 2007-01-11

申请号 JP2005183252 申请日 2005-06-23

[标]申请(专利权)人(译) 三菱电机株式会社

申请(专利权)人(译) 三菱电机株式会社

[标]发明人 森井康裕
石川敬充
寺元弘

发明人 森井 康裕
石川 敬充
寺元 弘

IPC分类号 G02F1/1335 G02F1/1339 G02F1/1343

CPC分类号 G02F1/133555 G02F1/133514 G02F1/13394

FI分类号 G02F1/1335.520 G02F1/1335.500 G02F1/1335.505 G02F1/1339.500 G02F1/1343

F-TERM分类号 2H089/HA07 2H089/LA09 2H089/LA12 2H089/LA19 2H089/LA20 2H089/MA04X 2H089/NA05 2H089
/NA14 2H089/QA12 2H089/QA14 2H089/QA16 2H089/SA19 2H089/TA02 2H089/TA09 2H089/TA12 
2H089/TA13 2H089/TA17 2H089/TA18 2H091/FA02Y 2H091/FA14Y 2H091/FA34Y 2H091/FA35Y 
2H091/FA41Z 2H091/FB06 2H091/FC02 2H091/FC10 2H091/FC24 2H091/GA02 2H091/GA03 2H091
/GA08 2H091/GA13 2H091/JA03 2H091/KA10 2H091/LA15 2H091/LA16 2H092/GA29 2H092/JA26 
2H092/JA33 2H092/JA36 2H092/JA46 2H092/JB07 2H092/JB61 2H092/JB69 2H092/KA04 2H092
/KA05 2H092/KA12 2H092/KA18 2H092/KB04 2H092/KB11 2H092/MA05 2H092/MA08 2H092/MA13 
2H092/MA18 2H092/MA19 2H092/MA27 2H092/NA01 2H092/PA03 2H092/PA08 2H092/PA09 2H092
/PA12 2H092/PA13 2H189/AA07 2H189/DA07 2H189/DA32 2H189/DA48 2H189/DA49 2H189/EA03Y 
2H189/EA04Y 2H189/FA16 2H189/HA05 2H189/HA16 2H189/LA06 2H189/LA14 2H189/LA15 2H189
/NA03 2H191/FA09 2H191/FA09Y 2H191/FA13 2H191/FA13Y 2H191/FA14 2H191/FA14Y 2H191
/FA32 2H191/FA32Y 2H191/FC10 2H191/FC36 2H191/FD04 2H191/FD22 2H191/FD26 2H191/GA11 
2H191/GA19 2H191/LA24 2H191/NA18 2H291/FA09Y 2H291/FA13Y 2H291/FA14Y 2H291/FA32Y 
2H291/FC10 2H291/FC36 2H291/FD04 2H291/FD22 2H291/FD26 2H291/GA11 2H291/GA19 2H291
/LA24 2H291/NA18

其他公开文献 JP3974141B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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